







































Practice of cooking using description of picture books for the 
































































































































































図22　じゃがいもを切る  図23　 にんにく，しょうがを
刻む
図24　 にんにく，しょうがを炒
める
図25　牛肉，野菜を炒める 図26　すべて入れ煮込む 図27　カレールウを入れる
図28　バナナを入れる 図29　出来上がり 図30　盛り付けをする
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２）牛肉は大きく角切りにする。（図19）
３）たまねぎを大きくいろいろな形に切る。（図20）
４）にんじんを大きくいろいろな形に切る。（図21）
５）じゃがいもを大きくいろいろな形に切る。（図22）
６）にんにく，しょうがは細かく刻む。（図23）
７）にんにく，しょうがを炒める。（図24）
８）牛肉，じゃがいも，にんじん，たまねぎも炒める。（図25）
９）炒めたものをいっぺんに水をはった鍋に入れて，煮る。（図26）
10）煮えたら，カレールウを入れる。（図27）
11）最後につぶしたバナナを入れる。（図28）
12）「パパカレー」の出来上がり。（図29）
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13）お皿に，ご飯，カレーを盛り付ける。（図30）
　材料，手順は文と絵に従い，分量は絵に従って作った。「パパカレー」も，絵本以
外の知識や情報を使うことなく作ることができた。出来上がった「パパカレー」は，
野菜がゴロゴロ，カレーがトロトロしており，また，バナナを入れることによって，
まろやかになりよりコクが出ていたので，非常に味が良かった。保育に取り入れ子ど
もが調理に参加することを考えるとき，ほとんどの作業が包丁や火を使用しなければ
ならないものなので，困難ではないかと考えた。しかし，子どもが部分的にでも参加
することができるかを考えた時，一斉に全員が参加することは不可能であるが，一人
ずつ順番に保育者の指導を受けながら参加することはできると考えられる。ただし，
にんにく，しょうがを細かく刻む作業は除く。なぜなら，出来上がったカレーを食べ
る時に，きちんと細かく刻まれていないにんにく，しょうがが入っていると，その部
分が非常に辛いと感じてしまうからである。
５．「ポポくんのかぼちゃカレー」
　カバのポポくんたちは，自分たちが育てた野菜を使ってカレーを調理する。ポポく
んの育てたかぼちゃが非常に大きく育ったのでかぼちゃカレーである。絵本に記述さ
れた調理手順は次の通りである。
１）たまねぎをあめ色にじっくり炒め，にんじん，じゃがいも，なす，トマトも炒め
る。
２）水を注ぐ。
３）かぼちゃの種を取り出す。
４）鍋が煮えたら，火を止めてカレーのもとを入れる。
５）火をつけて混ぜ，くり抜いたかぼちゃの中にカレー
を入れたら，「ポポくんのかぼちゃカレー」の出来
上がり。（図31）
　「ポポくんのかぼちゃカレー」も絵と文に従うと簡単に作ることができた。しかし，
「ポポくんのかぼちゃカレー」を再現するときに注意したいことが２つある。１つ目
は，本文には書かれていないが絵に描かれている材料があるということである。その
材料とは，とうもろこし，ピーマンである。２つ目は，文中には，カレーにかぼちゃ
を入れるとの記述がないが，最後に「かぼちゃが入っているから甘いね」というセリ
フがあることから，「ポポくんのかぼちゃカレー」には，かぼちゃを入れるというこ
とである。今回は，以上の２点に注意して，文から読み取れることと絵から読み取れ
ることを合わせ，「ポポくんのかぼちゃカレー」を調理した。
　筆者は，このカレーは野菜がゴロゴロしていておいしいと感じたが，子どもが食べ
図31　出来上がり
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ることを想定すると，嫌いな野菜を食べられない子どもが多く出るのではないかと考
えた。また，「ポポくんのかぼちゃカレー」の調理に子どもが部分的にでも参加する
ことができるかを考えた時，一斉に全員が参加することは不可能であるが，一人ずつ
順番に保育者の指導を受けながら参加することはできると考えられる。
考　　察
食育教材として有用な絵本の条件
　本研究で用いた５冊の絵本では，いずれも絵本以外の知識や情報を使うことなく調
理することが可能であった。したがって，本研究の目的であった，絵本の記述だけを
元に調理することは可能であることが判明した。これらの結果から，保育および学校
現場の調理活動に有用な絵本の条件を提示する。それは，①材料，分量，手順の３つ
が，絵または文に示されている絵本であること，②材料や使用する器具等が実際に家
庭で使われている身近なものであること，の２点である。ただし，①の分量について
は，お菓子を作る絵本のみに必要なことである。②については，例えば，「ランス
ロットのはちみつケーキ」（たむら，2005）では，火山を使用して調理し，「ねこのパ
ンヤ」（おかだ，2008）では，保育および学校現場には適していないバラの花を使用
し，実現することが不可能な器具や材料が描かれており，このような絵本は食育教材
としては適さないと判断される。
　これら①と②の条件に加え．実際には，子どもが興味を持つ絵本でなければ保育お
よび学校現場には活かせないだろう。子どもの気持ちを惹きつける内容について筆者
の考えを述べる。扱われている料理の多くが子どもにとって身近な食べ物であるこ
と，作業をリズムの良い言葉，例えば，「とんとんとん」「まぜまぜこねこね」「ぶく
ぶく」といった擬音で表現しているものであること，絵本の中で調理が進められてい
く過程を客観的に見るものではなく，見ている子どもも一緒に調理をしているように
感じることのできる文や表現を使っていること，最後に完成した料理が「おいしい」
と表現されていることの４点の要素を含む内容であると考える。擬音については，葛
西（2012）は，擬音を，身体性を伴って多角的に知覚に訴える力を持ち，一つの場面
や状況から，他の言葉では捉えきれない程多くの情報を取り組み，それをまたありあ
りと再現して伝えることのできるものであると表現し，まだ多くの言葉を持たない子
どもたちは代わりに大きなイマジネーションを持って擬音の世界を体感していると報
告している。この報告からもわかるように，擬音を使った表現は，多くの言葉を持っ
ていない子どもたちにとって，もっとも思い浮かべやすいものであり，擬音が使われ
ている絵本は，子どもにとって魅力的な絵本となるのであろう。
調理実践を伴う食育における絵本の有用性
　調理実践は，技術の向上を通じて，食育の行動面を推進すると考えられている。土
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方ほか（2017）によれば，2014年度，2015年度にスーパー食育スクール（SSK）に
指定された67校（小学校37，中学校・高等学校32校）で行われた食育事業の中で，
調理実践は全体では30で３位，小学校では16で４位，中学校・高等学校では14で２
位であり主要な事業の１つであった。磯部ほか（2012）は，小学校高学年の児童29
人（女子27人，男子２人）に月１回２時間の料理教室を３回行い，対照群109人との
比較から，料理教室に参加した児童は，調理技術の向上が見られ，家庭で実践する料
理の献立が増えることを報告した。神谷ほか（2015）も，小学校５年生の家庭科の授
業で，37人の児童（女子18人，男子19人）に45分26回の調理実践（準備や座学も含
む）を行い，調理技術の向上が調理経験が少ない児童において顕著であったことを見
いだした。掃部ほか（2018）は，近畿圏の小学校３校の４～６年生485名から質問紙
を回収し，調理経験の多寡が，児童の食事観，自尊感情に直接影響を及ぼしているこ
と，間接的に教科に対する関心に影響を及ぼしていることを示唆した。金田ほか
（2016）は，幼稚園教諭553人（20代390人，30～50代163人）から，食生活実態と勤
務園での食育実施に関する質問紙を回収し，ほぼ毎日調理すると回答した割合が，20
代では19.5％に留まるのに対し，30～50代では52.2％と年代で有意差が見られ
（p<0.001），食育を実施した割合も20代55.1％，30～50代68.7％で有意差が見られた
（p=0.003）ことを報告している。加えて，20代でも食育実施群は，未実施群に比べ，
調理頻度が有意（p=0.022）に高いことも明らかになった。このように調理実践は，
食育に大きな影響を持つことが推察されている。
　しかしながら，神谷ほか（2015）は，調理実践で児童の技能が向上しても，それが
家庭での実践には結びつかなかった結果を，そして，堀田（2013）は，幼稚園の調理
教室で，５～６歳の幼児が五平もち，ニンジンポタージュスープをつくり，それを親
子で食べる実践を行っても，家庭での子どもの調理体験の拡大にはつながらなかった
ことを述べている。これらの結果は，調理実習のみでは，食育の推進には結びつか
ず，仕掛けを工夫する必要があることを示唆している。曽我部ほか（2016）は，調理
実践を伴う食育教室で，野菜を食べるとキャラクターのシールを貼る「おやさいたべ
たよシート」を配布し，幼児の野菜摂取の増加，保護者の意識変革に効果があったと
報告している。これは，本論冒頭の「背景と目的」で紹介した川﨑ほか（2011），城
戸ほか（2012）による絵本を用いた食育と通じるものである。つまり，食育の推進に
は，その背景となる物語性や楽しめるゲーム感覚を組み込むことが重要となるであろ
う。本研究で示した様に絵本の記述のみで調理が可能であれば，食育に物語性を付け
加える際に大きな効果があると思われる。
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